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学
び
で
つ
な
ご
う
、遊
佐
の
未
来
を
。

『
遊
佐
町
生
涯
学
習
推
進
計
画
』を
策
定

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
す
え
、
だ

れ
も
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
共
に
生
涯
に
わ
た
り
、

生
き
が
い
を
も
っ
て
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
生

涯
学
習
活
動
の
更
な
る
充
実
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

生
涯
学
習
っ
て
な
あ
に

　
﹁
生
涯
学
習
﹂と
は
、
人
々
が
生
涯
を
通
じ
て
行
う
あ

ら
ゆ
る
学
習
を
総
称
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
分
野
に
は
、

学
校
教
育
や
社
会
教
育
の
中
の
組
織
的
に
行
わ
れ
る
も

の
に
限
ら
ず
、
芸
術
・
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
趣
味
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

学
習
形
態
も
、
個
人
学
習
か
ら
学
校
で
の
学
習
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
図
書
館
・
地
区
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
で
の
学
習
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
態
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
や
社
会
構
造
の
変
化
の
中
、
平

成
28
年
10
月
に
実
施
し
た
生
涯
学
習
に
関
す
る
町
民
意

識
調
査
で
は
、
約
６
割
の
方
が
な
ん
ら
か
の
生
涯
学
習

を
行
い
た
い
と
答
え
て
い
ま
す
。
町
民
の
学
習
ニ
ー
ズ

が
多
様
化
・
高
度
化
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
地
域
課

題
も
複
雑
化
し
生
涯
学
習
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
の
中
、
今
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
自
立

す
る
力
を
高
め
る
た
め
の
知
識
や
能
力
を
身
に
つ
け
ら

れ
る
よ
う
、
生
涯
に
わ
た
り
学
習
が
継
続
で
き
、
そ
の

成
果
を
適
切
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
﹁
第
２
次
遊
佐
町
教
育
振
興
基
本
計
画
﹂の
策
定
を
受

け
、
こ
れ
ま
で
の
町
の
取
組
み
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま

え
、
町
の
生
涯
学
習
施
策
を
よ
り
総
合
的
、
計
画
的
に

推
進
す
る
た
め
の
新
た
な
指
針
と
な
る﹁
遊
佐
町
生
涯

学
習
推
進
計
画
﹂を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
期
間
は
２
０
２
７
年
度
ま
で
の
10
年
間
。
基
本

理
念﹁
学
び
で
つ
な
ご
う　

拓
こ
う
持
続
可
能
な
遊
佐

の
未
来
を
﹂の
実
現
の
た
め
、
新
た
な
４
つ
の
基
本
方

針
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
達
成
に
向
け
、
年
次
ご
と
に
進

捗
管
理
を
図
り
な
が
ら
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

だ
れ
も
が「
学
べ
る
」か
ら

 

「
つ
な
が
る
」地
域
社
会
へ

　

学
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
人
生
を
豊
か
に
す

る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
学
習
成
果
を
社
会
へ
還
元
し
て

い
く
こ
と
は
大
き
な
喜
び
と
な
り
ま
す
。
生
涯
に
わ
た

り
学
習
を
通
じ
て
個
人
が
地
域
社
会
と
つ
な
が
り
、
交

流
に
よ
る
仲
間
づ
く
り
か
ら
、
さ
ら
に
地
域
づ
く
り
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
学

習
活
動
を
行
う
き
っ
か
け
の
扉
が
開
か
れ
る
た
め
に

は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
で
き

る
環
境
整
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
後
、
町
が
行
う

事
業
を
総
合
的
に
捉
え
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
な
が

ら
、
だ
れ
も
が
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
学
習
機
会
の
提
供

や
、
学
習
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
﹁
だ
れ
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
﹂研
修
会
や
生

涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
な
ど
を
活
用
し
て
楽
し

く
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
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世代を超えてつながる生涯学習のすがた

出典：遊佐町生涯学習推進計画

生涯学習を実施している人の割合を、26％（2016年時調査）から35％以上
にすることをめざします。［2022年度までの目標指標］

達成
目標

施策の展開めざす方向基本方針
①情報の一元化の推進

１．ネットワーク型行政による推進
　　（全庁的な取り組み）

施策の柱Ⅰ

生涯学習
推進体制の整備

施策の柱Ⅳ

次世代につなぐ
地域活動の推進

施策の柱Ⅱ

生涯学習の
基礎的環境
づくり

施策の柱Ⅲ

多様な
生涯学習機会の
提供

１．生きがいづくり・仲間づくり
　　への支援

２．地域まちづくり活動の活性化
　　（つながりによるコミュニティ
　　　の創造）

２．現代的な課題への学習機会の
　　提供

２．生涯学習情報の提供の工夫と
　　相談体制の充実

１．地域教育力の向上
　　（学び合い、教え合い）

２．読書活動の推進

３．家庭・学校（園）・地域の連携

３．青少年健全育成活動の推進

３．生涯学習施設・設備の整備と
　　活用

１．人生各期に添った学びの推進 　　　　　

②情報の交流と講座等事業の検討・連携

①学習情報発信のあり方の検討・工夫

②人材に関する情報の発信と人材の活用

①情報化等利用者ニーズへの対応

②生涯学習関連施設の利活用の促進

①町立図書館の利便性の向上と講座等の工夫

②子ども読書活動の推進

①家庭教育支援の充実

②学校での学びの充実

③地域での学びの充実

④連携・融合による学習機会の充実

①各種講座等の企画・提供

②自主学習グループ・サークルの育成、支援

③学習ボランティアの育成、支援

①時代を捉えた課題の把握と解決する力の育成

②町民との協働による学習機会の創出・提供

③男女共同参画社会の充実

①地域の人材の把握（データ化）

②自主的なグループ・サークル、団体の育成

①各地区まちづくり組織との連携と支援

②地域の歴史や文化等を学ぶ機会の充実

③地域生涯学習関連施設の活用の推進

①地域で取り組む健全育成

②地域リーダーや指導者の育成

③地域行事への参加の促進

④学習の成果を活かす場の提供等の支援

①乳幼児期：親子での触れ合いを育む機会の充実

②少年期：「生きる力」の基礎を育む学習機会の充実

③青年期：豊かな人間関係づくりに向けた学びの
　　　　　充実

④成人期：自立、社会参加を通して豊かに生きる
　　　　　ための学びの充実

⑤高齢期：健康で生きがいを持って生きる地域社会
　　　　　の実現

③窓口の明確化等相談体制の工夫・充実
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『特設公衆電話』はご存知ですか？
　特設公衆電話とは、災害時に帰宅困難者等が無料で利用で
きる公衆電話です。この電話を利用して発信すると、優先扱
いで電話を掛けることができます。専用の電話機が設置され
ている訳ではなく、専用の回線が用意されており、有事の際
は一般の卓上電話機をそこにつなぐことで利用します。町内
では防災センターをはじめ、学校やまちづくりセンター、福
祉施設など計24施設に設置されています。もしもの時は、ぜ
ひご活用ください。

遊佐町の平和を守る消防団

　

遊
佐
町
消
防
団
は
、
平
成
₃₀
年
４
月
１

日
よ
り
団
長
は
じ
め
主
要
幹
部
が
交
代
し

ま
し
た
。
地
域
の
防
災
の
要
と
な
る
、
新

た
な
遊
佐
町
消
防
団
を
紹
介
し
ま
す
。

消
防
団
と
は

　

消
防
団
と
は
、
普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
本

業
に
就
い
て
い
る
町
民
で
構
成
さ
れ
た
町

の
消
防
機
関
で
す
。
非
常
勤
地
方
公
務
員

と
し
て
、
非
常
時
に
は
消
防
署
な
ど
と
連

携
し
て
災
害
な
ど
の
対
応
に
当
た
り
ま
す
。

遊
佐
町
消
防
団
は
、
本
団
と
町
内
各
地
区

の
７
つ
の
分
団
に
よ
り
組
織
さ
れ
、
消
防

団
長
を
は
じ
め
と
す
る
７
０
０
名
（
条
例

上
の
定
数
）
の
団
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

と
い
う
誇
り
を
胸
に
、
日
頃
か
ら
訓
練
や

防
災
啓
発
活
動
、
ま
た
有
事
の
際
は
現
場

に
駆
け
つ
け
対
応
に
当
た
る
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

日
頃
の
訓
練
の

 

成
果
を
発
揮

　

消
防
団
で
は
、
１
月
の
消
防
出
初
式
に

始
ま
り
、
年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
５
月
26
日
㈯

に
は
遊
佐
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
春
季
消

防
大
演
習
が
行
わ
れ
、
は
し
ご
乗
り
演
技

や
放
水
訓
練
な
ど
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。
今
後
も
火
災
予
防
運

動
や
防
火
パ
レ
ー
ド
な
ど
に
取
り
組
み
、

町
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
っ
て
い
き

ま
す
。女

性
消
防
団
員
も

 

活
躍
し
て
い
ま
す

　

女
性
力
を
活
か
し
、
現
在
部
長
、
班
長

含
め
９
名
の
女
性
消
防
団
員
が
各
自
の
仕

事
を
持
ち
な
が
ら
、
春
・
秋
の
防
火
週
間

時
の
防
火
啓
蒙
等
の
活
動
を
行
い
、
地

域
・
町
内
の
減
災
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

女
性
消
防
団
員
の
入
団
も
常
時
、
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

見事なはしご乗り演技を披露

有事の際のための優先電話回線です
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　　本部分団　分団長

遠田　勝
かつ

則
のり

（大井）
　女性消防団員、ラッパ隊、梯子隊をま
とめ、分団員と火災・災害予防啓発活動
を行います。

　　副団長

加藤　　隆
たかし

（横町三）
　佐藤団長を補佐し、町民の皆様の安全
安心のため、精一杯活動してまいります。

　　副団長

金野　勝
かつ

彦
ひこ

（藤井）
　自然豊かな遊佐町と町民の安心安全、
生命と財産を守るため、佐藤団長を補佐
し取り組んでまいります。

　　第３分団（高瀬）分団長

鈴木　聖
きよ

春
はる

（谷地下）
　分団独自で操法大会等訓練を行い、地
域を守る『カッコイイ消防のお兄さん』
をめざします。

　　第２分団（蕨岡）分団長

池田　龍
りゅうすけ

介（上小松）
　「自分たちの町は自分たちで守る」を
スローガンに、団員と地域を守っていき
ます。

　　第１分団（遊佐）分団長

本間　勝
まさ

浩
ひろ

（六日町）
　消防団員のひとりとして初心を忘れ
ることなく、地域のために尽力します。

　　第６分団（西遊佐）分団長

赤塚　雅
まさ

之
ゆき

（中藤崎）
　火災や災害時だけでなく、地域住民の
皆さんと一緒にさまざまな活動をした
いと考えています。

●問／総務課危機管理係　☎ 72-5895

　　第５分団（稲川）分団長

石垣　浩
ひろ

明
あき

（東宮田）
　小規模な分団ではありますが、地域の
皆さまから頼られる存在になれるよう、
努めます。

　　第４分団（吹浦）分団長

池田　　大（女鹿）
　海と山に囲まれた自然豊かな吹浦地
区の安心安全を守るべく、団員一丸と
なって励みます。

第 10代遊佐町消防団　団長

佐藤　和
か ず

博
ひ ろ

（富岡）
　このたび、遊佐町消防団第 10 代団長に就
任しました。これまでの経験を活かし、災害
時に迅速に行動できる消防団として各種訓練、
教育を積極的に行い、団員一丸となって、精
進していきます。地域に密着して、町民の「生
命・身体・財産」を守るべく活動し、災害を
未然に防ぐための広報や巡回活動に努めてま
いります。どうぞよろしくお願いいたします。
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消
防
署
遊
佐
分
署
が

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た

　

施
設
の
老
朽
化
や
耐
震
性
の
問
題
な
ど

か
ら
、
消
防
署
遊
佐
分
署
が
生
ま
れ
変
わ

り
、
新
た
な
町
の
防
災
活
動
拠
点
と
し
て

の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
総
事
業
費

は
約
２
億
９
９
８
０
万
円
（
地
盤
調
査
、

備
品
購
入
代
等
含
む
）。
新
庁
舎
に
は
普

通
ポ
ン
プ
自
動
車
１
台
、
高
規
格
救
急
自

動
車
１
台
、
広
報
車
１
台
が
配
備
さ
れ
て

お
り
、
６
月
１
日
現
在
分
署
長
以
下
19
名

の
消
防
隊
員
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
場
へ
、
よ
り
迅
速
に

　

新
庁
舎
は
有
事
の
際
に
迅
速
に
現
場
に

向
か
う
こ
と
の
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
消
防
隊
員
の

動
線
を
考
え
、
防
火
着
衣
室
を
庁
舎
中
央

に
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
務
室
、
休

憩
室
、
仮
眠
室
か
ら
速
や
か
に
出
動
態
勢

を
整
え
、
現
場
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
防
火
着

衣
室
の
空
間
を
広
く
取
る
こ
と
に
よ
り
、

一
度
に
大
人
数
が
出
動
す
る
際
に
も
ス

ム
ー
ズ
な
出
動
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

車
庫
前
に
は
降
雪
お
よ
び
気
温
セ
ン

サ
ー
で
作
動
す
る
融
雪
設
備
（
ロ
ー
ド

ヒ
ー
デ
ィ
ン
グ
）
を
設
置
。
夜
間
の
大
雪

新たな町の防災活動拠点
遊佐分署が完成しました

平成３０年３月、酒田地区広域行政組合
消防署遊佐分署の新庁舎が竣工しました。
新たな町の防災活動拠点をご紹介します。

　町の防災活動拠点として、日本一安全で安心なまちづ
くりをめざして、町・県・国と一体になり、地域防災の
要である消防団と協力し、来たる災害に備えてまいります。
� 消防署遊佐分署　
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の
際
も
問
題
な
く
車
両
を
出
動
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
車
庫
内
に
も

ヒ
ー
タ
ー
が
備
え
付
け
ら
れ
、
冬
期
間
の

車
両
の
凍
結
等
の
対
策
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

雪
国
の
厳
し
い
冬
に
も
負
け
な
い
工
夫
が

さ
れ
て
い
ま
す
。

日
々
の
備
え
を
忘
れ
ず
に

　

地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た
め
に
は
、

日
々
の
備
え
を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
新
庁
舎
の
北
側
に
は
、
訓
練
施
設
と

し
て
屋
外
訓
練
塔
を
整
備
。
ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
な
ど
に
よ
る
体
力
向
上
訓
練
の
ほ
か
、

旧
庁
舎
で
は
で
き
な
か
っ
た
高
所
か
ら
の

降
下
訓
練
や
、
階
段
を
利
用
し
た
火
災
対

応
訓
練
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
い
ざ
と
い
う
時
に
活
躍
す
る
た

め
に
は
、
し
っ
か
り
と
体
を
休
め
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
旧
庁
舎
の
仮
眠
室
は
大
部

屋
で
雑
魚
寝
だ
っ
た
た
め
、
ゆ
っ
く
り
休

め
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
新
し
い

仮
眠
室
は
待
望
の
個
室
と
な
り
ま
し
た
。

消
防
隊
員
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
リ
ズ

ム
で
休
む
こ
と
が
で
き
、
体
調
管
理
も
行

い
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
新
し
く
な
っ
た
遊
佐
分
署

と
、
日
々
奮
闘
す
る
消
防
隊
員
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

食 堂休憩室

浴 室

トイレ 防火衣
着装室

仮眠室

更衣室

乾燥室
救急器具庫

バッテリー
充電庫

事務室

車 庫

資材庫
訓練塔

浴 室 仮眠室

　迅速に現場に向かうこと
ができるように、どこから
でもアクセスできる位置に
配置。広めの空間で大人
数でも速やかな着衣が可
能です。

防火衣着装室

　技術向上・体力向上
のため、さまざまな訓
練が行えます。上から
は鳥海山が一望できる
なかなか良い景色が。

訓 練 塔
　個室になった
仮眠室。有事に
備えてゆっくり体
を休めます。

仮 眠 室
　消防署では食事は毎日自炊！
消防隊員が順番を決めて持ち回
りで料理をしています。

食　　堂

　配備人員は２班編成で、基本
的には６人の消防隊員が勤務し
ています。強風など災害が予想
される際は人員増で対応！

事 務 室
　豪雪にも負けないように、
融雪設備を設置。どんな時
でもスムーズに現場に出動
します。

車　　庫

新しい消防署を

ご案内します！
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蕨
　
岡
　

　
優　
勝
▼
上
小
松

　
準
優
勝
▼
大
蕨
岡

　
第
３
位
▼
石　
辻

　
遊
　
佐
　

　
優　
勝
▼
野
沢
下

　
準
優
勝
▼
野
沢
中

　
第
３
位
▼
上
吉
出

　
稲
　
川
　

　
優　
勝
▼
大　
井

　
準
優
勝
▼
田
地
下

　
第
３
位
▼
北
宮
田

　
西
遊
佐
　

　
優　
勝
▼
白　
木

　
準
優
勝
▼
茂
り
松

　
第
３
位
▼
中
藤
崎

　
高
　
瀬
　

　
優　
勝
▼
菅　
野

　
準
優
勝
▼
升　
川

　
第
３
位
▼
富
岡
・
畑

　
吹
　
浦
　

　
優　
勝
▼
横
町
一

　
準
優
勝
▼
横
町
三

　
準
優
勝
▼
小
野
曽　

Result ResultResult ResultResult ResultResult ResultResult ResultResult ResultResult ResultResult ResultResult ResultResult ResultResult Result大 会 結 果

力走する選手たち。陣地からの応援。グラウンドも熱くなる。結果より大切なもの。それは、みんなの「笑顔」。

地区住民大運動会

蕨　岡

蕨　岡

蕨　岡吹　浦

遊　佐

西遊佐

西遊佐

西遊佐

西遊佐

高　瀬吹　浦

吹　浦

吹　浦 高　瀬

高　瀬

高　瀬

遊　佐

遊　佐

蕨　岡 遊　佐

稲　川

稲　川

稲　川稲　川

6／3

写真は各まちづくりセンターよりご提供いただきました。ありがとうございました。
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町
民
８
割
の

�

署
名
を
手
渡
す

　

６
月
12
日
㈫
、
県
庁
知
事
室
で
遊
佐
町

環
境
保
全
会
議
（
佐
藤
朗
会
長
）
に
よ
る

鳥
海
山
麓
臂
曲
地
区
に
お
け
る
岩
石
採
取

不
認
可
に
関
す
る
要
請
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
同
会
議
の
佐
藤
朗
会
長
、
石

原
春
雄
副
会
長
（
区
長
連
絡
協
議
会
会
長
）

を
は
じ
め
と
す
る
７
名
と
婦
人
会
連
絡
協

議
会
と
庄
内
み
ど
り
農
協
女
性
部
か
ら
６

名
の
計
13
名
が
参
加
し
、
県
議
会
か
ら
も

酒
田
飽
海
選
出
の
県
議
会
議
員
の
同
席
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
議
会
の
要
望
活
動
も
併
わ
せ

て
実
施
さ
れ
、
土
門
副
議
長
か
ら
は
、
去

る
５
月
25
日
に
全
会
一
致
で
議
決
さ
れ
た

要
望
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
要
請
活
動
は
、
前
回
不
受
理
と
さ

れ
な
が
ら
も
再
度
申
請
が
出
さ
れ
た
採
石

業
者
に
よ
る
臂
曲
地
区
の
採
石
計
画
に
対

し
て
、
県
が
認
可
し
な
い
よ
う
求
め
る
要

請
書
と
全
町
民
の
約
８
割
か
ら
署
名
の

あ
っ
た
署
名
簿
を
提
出
し
た
も
の
で
す
。

町
民
の
声
を
届
け
る

　

吉
村
知
事
と
の
意
見
交
換
は
限
ら
れ
た

時
間
で
し
た
が
、
参
加
者
か
ら
は
、﹁
里

の
名
水
・
や
ま
が
た
百
選
で
も
遊
佐
町
内

で
７
か
所
選
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
源
と

な
っ
て
い
る
鳥
海
山
を
ぜ
ひ
守
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。﹂﹁
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る

鳥
海
山
の
山
肌
を
毎
日
見
せ
つ
け
ら
れ
て
、

い
つ
に
な
る
と
緑
に
な
る
の
か
不
安
で
た

ま
ら
な
い
。﹂﹁
鳥
海
山
を
遠
く
か
ら
眺
め

て
も
中
腹
に
ぽ
っ
か
り
と
穴
が
開
い
て
い

る
。
現
地
に
行
く
と
さ
ら
に
そ
の
規
模
に

驚
か
さ
れ
る
。﹂
と
の
町
民
の
声
が
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

吉
村
知
事
か
ら
は
、
採
石
法
の
認
可
基

準
に
自
然
環
境
へ
の
配
慮
を
盛
り
込
む
よ

う
経
済
産
業
省
に
要
望
し
て
い
る
こ
と
、

申
請
さ
れ
た
採
石
計
画
に
つ
い
て
は
、
遊

佐
町
民
の
思
い
を
受
け
つ
つ
も
町
の
条
例

を
巡
り
、
採
石
業
者
と
係
争
中
で
あ
る
状

況
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
十
分
検
討
を
重
ね

て
い
る
こ
と
な
ど
を
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。

署名簿を前に知事と意見交換

要請活動の締めくくりに参加者全員で

～鳥海山の貴重な水資源を守りたい～
臂曲地区における岩石採取不認可に関する要請活動

吉村知事に手渡された署名数
 
町民からの署名数 11,012筆
町外在住者からの署名数 1,890筆
合　計 12,902筆
（遊佐町環境保全会議の集計結果より）

●問／企画課企画係　☎72︲4523
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初めての妊娠、出産
でちょっと不安

引っ越してきて
知り合いがいない

産後、手伝って
くれる人がいない

母乳は足りて
いるかしら

遊佐町子育て世代包括支援センターを開設しました
　妊娠、出産、育児。家族が増えることは、喜びと期待がいっぱいな反面、赤ちゃんのことだけでなく
自分のことや家族のことなど、いろいろな悩みも出てきます。そこで、妊娠・出産・子育てに関する総
合相談窓口「子育て世代包括支援センター」を平成30年度から健康支援係（防災センター内）に開設し
ました。妊産婦さんやご家族の相談に応じて、必要なサービスにつなぎ、皆さんの子育てをより一層支
援していきます。一人で悩まず、お気軽にご相談ください。

＜相談窓口＞
健康福祉課　健康支援係（防災センター）　☎72-4111
相 談 受 付　月～金　8：30～17：15（祝日・年末年始を除く）

妊娠・出産・子育てを応援します！

子育て支援サービスの情報提供・電話相談・来所相談・家庭訪問等

子育て支援係、子どもセンター、医療機関などの関係機関との連携

妊娠届出

母子健康手帳交付

妊婦健康診査

マタニティ教室

ほっとママ広場

個別相談（訪問・電話など）

母乳相談事業（費用助成）

産後ケア事業（宿泊型）

新生児訪問

赤ちゃんギフトプレゼント

エンゼルヘルパー派遣

 など　

乳幼児健診・予防接種

離乳食教室・食育教室

エンゼルヘルパー派遣

子どもセンター事業

家庭訪問・園巡回相談

育児相談　など

主
　
な
　
事
　
業

子育て期出産・産後妊娠期



空
き
家
再
生
地
域
お
こ
し
事
業　
第
１
弾
！

 

古
民
家
カ
フ
ェ『
わ
だ
や
』が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
！
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『
わ
だ
や
』を

 

ご
紹
介
し
ま
す
！

　
﹃
わ
だ
や
﹄
は
、
遊
佐
小
学
校
向
か
い

の
空
き
家
を
活
用
し
て
生
ま
れ
た
古
民
家

カ
フ
ェ
。﹁
和
田
﹂
集
落
に
あ
る
﹁
古
民

家
﹂
を
活
用
し
て
お
り
、﹁
我
が
家
﹂
の

よ
う
に
落
ち
着
け
る
場
所
に
し
た
い
と
い

う
想
い
か
ら
、﹃
わ
だ
や
﹄
と
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
は
﹁
お
や
き
﹂。

手
作
り
お
や
き
は
、﹁
あ
ん
こ
﹂﹁
遊
佐
カ

空
き
家
再
生

　
地
域
お
こ
し
事
業
の

 

今
後
の
予
定

　

空
き
家
再
生
地
域
お
こ
し
事
業
は
平
成

31
年
度
ま
で
実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て
お

り
、
６
月
23
日
㈯
に
は
、﹁
第
２
回
空
き

家
ば
な
し
を
し
よ
う
会
﹂
が
わ
だ
や
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
空
き
家

ば
な
し
を
し
よ
う
会
で
出
さ
れ
た
意
見
を

基
に
、
次
の
空
き
家
再
生
地
域
お
こ
し
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
行
き
ま
す
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
告
知
等
に
つ
い
て
は
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
Ｈ
Ｐ
﹁
来
ち
ゃ
い
な

よ
。
ゆ
ざ
ま
ち
﹂（http://yuzam

achi.
com

/

）
を
通
し
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き

ま
す
。
古
民
家
カ
フ
ェ
﹃
わ
だ
や
﹄
が

オ
ー
プ
ン
す
る
ま
で
の
取
り
組
み
も
同
Ｈ

Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。
今
後
も
、
空

き
家
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
も
奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
！

● 

問
／
企
画
課
定
住
促
進
係

　

☎
28︲

₈
₂
₅
₇

レ
ー
﹂
の
ほ
か
、
季
節
の
遊
佐
産
の
食
材

を
あ
ん
に
し
て
、
皆
さ
ん
に
提
供
し
て
い

ま
す
。
ド
リ
ン
ク
も
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ

ン
ド
の
珈
琲
を
始
め
と
し
た
こ
だ
わ
り
の

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
店
に
は
、
ふ
せ
ん
を
使
っ
て
気
軽
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
せ
る
ス
ペ
ー
ス
も
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
２
階
に
は
レ
ン
タ
ル
ス

ペ
ー
ス
も
あ
り
、
趣
味
の
会
や
交
流
イ
ベ

ン
ト
等
に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
利

用
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
店
主
さ
ん
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

畳の客席は、実家のようなくつろぎ空間を演出

「来ちゃいなよ。ゆざまち」
はこちらから！

空き家再生地域おこし事業とは
　町内の空き家をお店などに再生して、起業する移住者に貸し出し、
起業者と地域の皆さんが一緒になって町を盛り上げようとする事業
です。昨年7月に行われた第0回空き家再生プロジェクトの会議で
「町にカフェがあったら良いな～」という多数の声を受け、プロジェ
クトが始動しました。建物は平成28年に実施した空き家追跡調査に
より出会った、築77年の古民家空き家。所有者さんから町の事業に
ご理解をいただいて、昨年10月には店主さん探しや空き家の工事・
DIYに取りかかり、ついに今年5月12日、空き家再生地域おこし事
業第1弾、古民家カフェ『わだや』としてオープンしました。

★
店
主
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
わ
だ
や
は
す
ご
く
ス
テ
キ
な
お
家

で
す
の
で
、
お
時
間
が
あ
る
と
き
は

ゆ
っ
く
り
し
に
来
て
く
だ
さ
い
。

古民家カフェ『わだや』
Information

住　所▶遊佐町吉出字和田 3-5

営業時間▶11：00 ～ 18：00
　　　　（ラストオーダー／17：30）

定休日 ▶木・金

駐車場 ▶約 5台（2軒先に第 2
　　　　駐車場有）

アクセス▶遊佐小学校向かい／遊
佐駅より徒歩約 10分／
車で約 3分

☎0234-31-8650
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鳥
海
山
岳
会
か
ら
の

 

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

山
で
遭
難
し
な
い
極
意
、
そ
れ

は
﹁
無
理
を
し
な
い
﹂
こ
と
。
他

の
登
山
者
を
あ
て
に
す
る
﹁
つ
い

て
行
く
系
﹂
の
方
も
多
く
い
ま
す
。

御
浜
で
新
山
を
眺
め
な
が
ら
﹁
あ

の
山
な
ん
て
い
う
山
か
し
ら
﹂
と

言
う
﹁
猛
者
﹂
も
い
ま
す
が
、
地

図
を
持
参
し
て
安
全
に
登
山
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
特
に
８
月
以
降
は
日
没

が
早
く
な
る
の
で
、
日
帰
り
登
山

で
あ
っ
て
も
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
の
持

参
を
強
く
推
奨
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
元
の
山
岳
会
と

し
て
、
地
域
の
た
め
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

● 

問
／
鳥
海
山
岳
会
事
務
局　

高

橋　

☎
０
７
０
︲
５
６
２
２
︲

３
３
８
８

深
海
に
泥
が
堆
積
し
た
時
に
は
、
地
層

は
ほ
ぼ
水
平
で
し
た
が
、
写
真
で
も
わ

か
る
よ
う
に
、
こ
こ
の
地
層
は
右
上
か

ら
左
下
方
向
に
大
き
く
波
打
っ
て
グ

ニ
ャ
グ
ニ
ャ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

場
所
は
、
日
本
を
代
表
す
る
褶
曲
露
頭

の
一
つ
な
の
で
す
。
地
層
が
こ
の
よ
う

に
大
き
く
曲
げ
ら
れ
た
の
は
、
東
日
本

大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
大
地
震
を
引

き
起
こ
し
て
き
た
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
が
、

日
本
列
島
を
も
の
す
ご
い
力
で
押
し
続

け
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
宮

沢
林
道
の
大
褶
曲
露
頭
は
、
こ
の
よ
う

な
大
地
の
パ
ワ
ー
を
目
の
当
た
り
に
で

き
る
貴
重
な
場
所
な
の
で
す
。

第
３
回 鳥海山岳会遊活!!遊活遊活遊活Let's

秋田地学教育学会

板垣　直俊 氏

行方不明者の捜索（鳥越川上流部）

活
動
内
容

　

主
な
活
動
と
し
て
、
４
月
は
、

遭
難
防
止
用
指
導
標
の
設
置
（
大

平
コ
ー
ス
）、
７
月
雪
田
草
原
の

保
護
ロ
ー
プ
設
置
（
湯
ノ
台
コ
ー

ス
）、
８
月
町
内
小
学
校
６
学
年

登
山
の
協
力
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

山
岳
ガ
イ
ド
協
会
の
一
員
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
会
員
も
多
く
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
講
座
の
運
営
協
力
も
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
重
要
な
活
動
と

し
て
、
山
岳
遭
難
が
発
生
し
た
場

合
の
捜
索
・
救
助
活
動
、
そ
の
た

め
の
訓
練
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

由
利
本
荘
市
に
は
、
鳥
海
山
の
火
山

活
動
が
始
ま
る
約
六
〇
万
年
前
以
前
の

地
層
や
岩
石
が
見
ら
れ
る
ジ
オ
サ
イ
ト

（
ジ
オ
パ
ー
ク
の
見
ど
こ
ろ
）
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
ジ
オ
サ
イ

ト
の
中
で
、
私
が
最
も
地
球
の
歴
史
と

大
地
の
力
を
感
じ
る
場
所
は
、﹁
宮
沢

林
道
の
大だ

い
し
ゅ
う
き
ょ
く
ろ
と
う

褶
曲
露
頭
﹂
で
す
。
こ
の
露

頭
は
石
沢
地
区
の
出
羽
丘
陵
内
に
あ
り
、

林
道
の
途
中
に
車
を
置
い
て
三
十
分
以

上
歩
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
現

地
に
着
く
と
高
さ
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅

二
〇
メ
ー
ト
ル
の
大
褶
曲
露
頭
に
圧

倒
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。（
褶
曲
と
は
、

地
層
が
曲
げ
ら
れ
る
こ
と
で
す
。）

　

こ
こ
の
地
層
は
、
約
一
二
〇
〇
万
年

前
に
深
海
に
堆
積
し
た
女
川
層
と
い
う

地
層
で
、
堆
積
後
の
隆
起
に
よ
っ
て
陸

上
で
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

「
日
本
海
と
大
地
が
つ
く
る 

水
と
命
の
循
環
」

《
第
43
回
》

「
大
地
の
力
を
感
じ
る
場
所
」

遭難防止用指導標の設置（大平コース河原宿）

宮沢林道の大褶曲露頭
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５
月
14
日
㈪
か
ら
21
日
㈪
に
か
け
て
、

第
16
期
少
年
町
長
・
少
年
議
員
の
立
候
補

受
付
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
少
年
町
長
・
副

町
長
に
各
１
名
、
少
年
議
員
に
10
名
の
立

候
補
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
い
ず

れ
も
定
員
内
だ
っ
た
た
め
立
候
補
者
全
員

の
当
選
が
確
定
し
ま
し
た
。
６
月
10
日
㈰

に
は
、役
場
議
事
所
で
第
16
期
少
年
町
長
・

少
年
議
員
当
選
者
へ
の
当
選
証
書
付
与
式

と
、
第
１
回
少
年
議
会
が
開
催
さ
れ
、
当

選
者
が
所
信
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

少
年
町
長
に
は
齋
藤
愛
彩
さ
ん
（
高
瀬
）

が
、
副
町
長
に
は
石
垣
千
里
さ
ん
（
稲
川
）

が
就
任
。
少
年
議
員
に
は
佐
藤
塁
さ
ん
（
高

瀬
）、
池
田
緩
菜
さ
ん
（
高
瀬
）、
池
田
優

希
さ
ん
（
吹
浦
）、菅
原
楽
斗
さ
ん
（
稲
川
）、

菅
原
涼
さ
ん（
高
瀬
）、髙
橋
菜
穂
さ
ん（
遊

佐
）、
佐
藤
亜
紀
さ
ん
（
高
瀬
）、
佐
藤
鮎

奈
さ
ん
（
高
瀬
）、白
崎
志
織
さ
ん
（
吹
浦
）、

鈴
木
麻
優
子
さ
ん
（
遊
佐
）
の
、
計
10
名

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
少
年
町
長
に
就
任

さ
れ
た
齋
藤
愛
彩
さ
ん
、
副
町
長
に
就
任

さ
れ
た
石
垣
千
里
さ
ん
、
少
年
議
長
に
就

任
さ
れ
た
鈴
木
麻
優
子
さ
ん
は
、
少
年
議

会
へ
３
回
目
の
当
選
。
今
ま
で
の
経
験
を

活
か
し
た
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
少
年
議
会
は
行
政
と
若
者
を
つ

な
ぐ
存
在
と
し
て
、
町
の
活
性
化
の
た
め

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍
し
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

将
来
を
担
う
若
者
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り

�

第
16
期
少
年
議
会
ス
タ
ー
ト

平成30年度
� 防犯功労者（団体）表彰

町の主要産業を学ぶ
　…町内の各小学校で田植え体験

継続した防犯活動が評価されました

第16期の少年議員たちに当選証書が付与されました

　5月22日㈫に平成30年度公益社団法人山形
県防犯協会連合会定時総会が開催されました。
総会において、遊佐地域づくり協議会が平成
30年度防犯功労団体として、齋藤均さん（駅
前二区）が防犯功労者として表彰を受けました。
見回り・巡回をはじめとした日頃からの継続
した防犯活動が、地域の安全に大きく貢献し
ていると評価されました。

　５月の中旬から下旬にかけて、町内の各小
学校で田植えの体験学習が行われました。地
域の農家の方が先生になり、５年生の児童に
田植えの仕方をレクチャーします。児童たち
は裸足になると、泥だらけになりながら手作
業での田植えに励みました。植えた苗は、収
穫の時期になったら刈り取り体験を行い、収
穫祭で振る舞われる予定です。大きく育つと
良いですね。元気に田植えをする吹浦小学校の児童たち
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６
月
11
日
㈪
、
平
成
30
年
度
第
１
回
遊

佐
町
史
編
さ
ん
・
編
集
合
同
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

那
須
教
育
長
よ
り
、
編
さ
ん
委
員
・
編

集
委
員
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
た
後
、
審

議
に
入
り
ま
し
た
。
町
史
上
巻
で
は
原
始

時
代
か
ら
幕
末
の
戊
辰
戦
争
の
勃
発
ま
で

を
、
下
巻
で
は
現
在
ま
で
の
遊
佐
を
描
き

ま
す
。
町
史
は
、
町
の
歴
史
の
集
大
成
で

あ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
の

基
本
と
な
る
も
の
で
す
。
平
成
32
年
度
中

の
発
刊
を
め
ざ
し
、
定
期
的
に
委
員
会
を

開
催
し
、
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
問
／
教
育
課
文
化
係　

☎
72︲

₅
₈
₉
₂

　

６
月
10
日
㈰
、
遊
佐
町
総
合
運
動
公
園

で
第
10
回
遊
佐
町
町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
が
、
総
勢
１
７
３
名
の
参
加

に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
長
杯
は
地

区
対
抗
と
な
っ
て
お
り
、
計
24
ホ
ー
ル

で
各
地
区
上
位
５
名
の
ス
コ
ア
を
競
い

ま
す
。
今
年
は
上
位
５
名
の
合
計
打
数

２
６
７
打
で
、
遊
佐
地
区
が
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
前
半
か
ら
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

が
多
く
見
ら
れ
、﹁
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞
狙
っ

た
ん
ね
が
～
﹂
な
ど
明
る
い
会
話
を
弾
ま

せ
な
が
ら
、
地
域
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

遊
佐
町
史
下
巻
の
発
刊
に
向
け
て

め
ざ
せ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞
！

　
⋮
第
10
回
遊
佐
町
町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
大
会

第１回遊佐町史編さん・編集合同委員会を開催しました

和気あいあいとした雰囲気で地域交流を深めました

坂ニモマケズ

　６月９日㈯、第37回鳥海ブルーライン登山マ
ラソンが開催されました。212名の参加者たちが、
激坂に顔を歪ませながらも力強く走る姿が見られ
ました。

吹浦祭協賛会が表彰

　６月８日㈮、吹浦祭協賛会が山形県観光物産
事業功労者表彰を受賞しました。吹浦地区が一
体となる吹浦祭行事の運営や、長年にわたる地
域づくりへの貢献が評価されました。

新たな集落の案内役

　藤井集落の案内看板が新しくなりました。こ
の看板は集落の若者や子どもたちのハンドメイ
ドで、10年毎に更新されています。いろんなキャ
ラクターが隠れて？いますので、探してみてく
ださいね！
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る
と
と
も
に
、
地
域
の
暮
ら
し
を
支
え

る
大
切
な
も
の
。
黒
松
林
の
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
と
共
に
、
末
永
く
守
り

続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

黄
雞
第
70
巻
記
念

�

第
44
回
全
国
短
歌
大
会

　

６
月
３
日
㈰
か
ら
４
日
㈪
に
か
け
て
、

鳥
海
温
泉
遊
楽
里
で
第
44
回
全
国
短
歌

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は

県
内
各
地
か
ら
39
名
の
方
が
参
加
。
作

者
名
を
伏
せ
た
形
で
一
首
一
首
読
み
上

げ
る
と
、
参
加
者
に
よ
る
批
評
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
会
会
長
、
講

師
の
阿
部
京
子
氏
に
よ
り
、
短
歌
の
表

現
手
法
や
受
け
取
り
手
が
ど
う
感
じ
る

か
等
の
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
の
方
々
も
、
こ
の
機
会
を
作
歌
生
活

の
糧
に
し
よ
う
と
、
真
剣
な
眼
差
し
で

臨
ん
で
い
ま
し
た
。

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認

知
症
の
事
を
正
し
く
理
解
し
て
応
援
す

る
人
の
こ
と
。
講
座
で
は
、
認
知
症
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
認
知
症
の
方

に
対
し
ど
の
よ
う
に
接
す
る
べ
き
か
を
、

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、
最
後
に
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ

リ
ン
グ
を
渡
し
ま
し
た
。

人
も
黒
松
も
健
や
か
に

　
…
緑
の
少
年
団
で
枝
打
ち
体
験
学
習

　

５
月
23
日
㈬
、
十
里
塚
で
緑
の
少
年

団
の
枝
打
ち
体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
の
は
新
た
に
少
年
団
に

入
団
し
た
藤
崎
小
学
校
の
４
年
生
24
名
。

砂
丘
地
砂
防
林
環
境
整
備
推
進
協
議
会

の
皆
さ
ん
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が

ら
、
慣
れ
な
い
鋸
で
一
生
懸
命
黒
松
の

枝
を
落
と
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

庄
内
砂
丘
の
海
岸
林
は
、
町
の
偉
人

で
あ
る
佐
藤
藤
蔵
を
は
じ
め
と
し
た

方
々
が
植
樹
し
た
歴
史
的
な
遺
産
で
あ

認
知
症
の
方
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

…
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

　

６
月
８
日
㈮
に
遊
佐
中
学
校
で
、
12

日
㈫
に
は
遊
佐
高
等
学
校
で
、
遊
佐
町

の
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
に
よ
る
認
知

受け継がれる高瀬小学校相撲大会
　田んぼの緑が勢いを増しているなか、高瀬小学校相撲大会が開
催されました。今年で64回目を迎え、伝統ある相撲大会となりま
した。毎年、小学校保護者と地域住民とで土俵を作り、土俵の神
の加護を願い土俵祭りを行い本番に備えています。土俵の造りも
本格的です。屋根と四本柱があり、水引幕が付けられています。
現在この造りは、遊佐町で高瀬のみとなっています。
　また、横綱の土俵入りや弓取りも代々地域から受け継がれてい
る行事になっています。今後も取り組みはもちろん、土俵やのぼ
りにも注目して相撲を楽しんでほしいと思います。
●問／高瀬まちづくりの会　☎72︲2937

おたより大募集！
日頃感じていることや心温まるエピソード、広報の感想など、
あなたの声をお寄せください！ご投稿は投書ハガキでどうぞ。
●問／企画課企画係　☎72︲4523

時には寸劇を交えて、認知症をわかりやすく説明します

大きな枝を落とすのは大変！

作者名を伏せた状態で選評を行います

化粧まわしを付けて堂々の弓取式

高瀬
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事
業
で
す
。
遊
佐
町
商
工
会
青
年
部
で

は
、
酒
田
飽
海
建
設
総
合
組
合
遊
佐
連

合
支
部
青
年
部
と
合
同
で
実
施
し
、
青

年
部
員
と
青
年
部
Ｏ
Ｂ
、
そ
し
て
そ
の

家
族
を
含
め
た
13
名
が
参
加
。
海
岸
清

掃
を
と
お
し
て
地
域
と
仲
間
、
そ
し
て

家
族
と
の
絆
と
感
謝
の
気
持
ち
を
再
確

認
し
ま
し
た
。

い
ま
す
。
高
校
生
が
各
班
の
リ
ー
ダ
ー

と
な
り
、
海
か
ら
流
れ
着
い
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
や
木
片
、
漁
業
に
使
う
網
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
を
集
め
ま
し
た
。
７

月
13
日
㈮
に
予
定
さ
れ
て
い
る
海
開
き

に
向
け
て
、
美
し
い
海
岸
を
守
り
ま
し

た
。遊

佐
町
商
工
会
青
年
部�

�

＂絆
＂感
謝
運
動

　

平
成
30
年
６
月
10
日
㈰
、
遊
佐
町
商

工
会
青
年
部
は
„
絆
＂
感
謝
運
動
と
し

て
西
浜
海
水
浴
場
の
海
岸
清
掃
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

„
絆
＂
感
謝
運
動
と
は
、
毎
年
６
月

に
全
国
の
商
工
会
青
年
部
が
一
斉
に
地

域
貢
献
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
絆
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す

池田　唯さん（谷地上）
Yui  Ikeda

平成 10 年生まれ

故
ふるさと

郷の町にフォーカスします！！！
■一言／
　写真を撮ることが好きで、マイ一眼レフと
GoProを持って遊佐町を探検しています。今
まで撮影した中で一番のお気に入りは、高瀬
小学校へ向かう通学路の水田に、鳥海山と満
天の星空が逆さに映り込んだ一枚。次の撮影
ポイントは、高瀬峡にチャレンジしてみたいと
思っています。
　私は犬派・猫派でいうと断然猫派で、うち
では２匹の猫を飼っています。名前は「ごはん」
と「ごてん」、どちらも0歳10カ月の♂です。
はじめはすごく小さかったのですが、２匹と
も（特にごはんが）食欲旺盛で、今や体重６
キロと４キロのサイズにまで成長。ごはんは
おもしろい特技を持っていて、垂直に立てた
はしごを登るのがすごく早いんです。よその
猫と比べても、うちの猫がイチバンかわいい！
と思っている愛猫家です。
■町への要望／
　遊佐フェス、夕日祭りのコンサートのよ
うな、盛り上がる音楽イベントをもっと開
催してほしいです。

中
高
生
合
同
海
岸
清
掃�

�

…
き
れ
い
で
気
持
ち
の
良
い
海
へ

　

６
月
６
日
㈬
、
西
浜
海
水
浴
場
で
遊

佐
中
学
生
・
遊
佐
高
校
生
合
同
に
よ
る

海
岸
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中

学
生
と
高
校
生
の
合
同
班
と
な
り
、
環

境
推
進
員
の
皆
さ
ん
の
指
示
の
下
、
班

に
割
り
当
て
ら
れ
た
範
囲
の
ゴ
ミ
を
拾大物も協力して掘り出し！

海岸清掃を通して絆と感謝の
気持ちを再確認しました

空き家の危険度もチェックしています

これからの季節はこまめに換気を！
　5月28日㈪、6月4日㈪の2日間にわたり県の建築住宅課等の空き家対策担当
者、危機管理係の職員と一緒に高瀬地区と蕨岡地区の空き家の実態把握調査
を行いました。外観の目視調査でしたが、家屋の老朽危険度や衛生、景観な
どによる周辺への影響度などを指導していただきました。今後の空き家バン
ク登録物件を探す際の参考にしていきたいです。
　空き家を所有している皆さまへ。湿度が上がる季節になってきました。家
屋が傷まないように換気をして管理してくださるようお願いします。
集落支援員　渋谷一行、佐藤正子
☎72-3981　FAX28-8455（集落支援員事務所：Aコープゆざ店２階）




